
出所:Morningstar Directのデータを用いてBNPパリバ・アセットマネジメント(株)が作成
*2024年は12⽉2⽇作成時点
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図表 インド国内におけるインド株ファンドのタイプ別新規設定本数 

インド株ファンドの新規設定の動きが続いて

います。12月にはテーマ型のインド株ファンド

が２本、中小型株を投資対象とするインド株フ

ァンドが２本、大型株を投資対象とするインデ

ックスファンド１本と、計５本の新ファンドの

設定が予定されています。これにより、国内投

信市場におけるインド株ファンドの新規設定本

数は、2022年が３本、23年が５本、24年が12本

（執筆時点の予定含む）と、インド株投資の選

択肢はますます広がっています。直近の11月は

利益確定売りなどから既存のインド株ファンド

が26カ月ぶりの資金流出に転じていますが、新

ファンドの設定が続くことで、再び資金フロー

が改善することも期待されます。足元で設定予

定の新ファンドを見ると、時価総額のより小さ

い中型株から小型株へと投資対象が広がったこ

とも確認できます（25年１月にも中小型株を対

象とするインド株ファンドが１本設定予定）。ま

た、昨年来インドの内需拡大に注目した消費やイ

ンフラといったテーマ型

のインド株ファンドにも

高水準の資金流入が見ら

れていましたが、12月に

はイノベーションやテク

ノロジー関連のテーマ型

ファンドが新たに設定さ

れる予定となっています。 

ちなみに、イノベーシ

ョンをテーマとした新フ

ァンドは、投資対象とな

る私募投信を当社グルー

プのバローダＢＮＰパリ

バ・アセットマネジメン

ト・インドが運用してい

るものですが、類似戦略

で運用するファンドが今

年３月にインド国内（インド籍）で設定されて

います。そこで、今回は、インド国内における

インド株ファンドの最新トレンドを見ていきた

いと思います。図表は、インド国内におけるイ

ンド株ファンドの新規設定本数をタイプ別に示

したものです。まず、インド株の好調なパフォ

ーマンスに支えられて24年に新規設定本数が大

きく増えていることが確認できますが、そのタ

イプの内訳も大きく変化していることが分かり

ます。コロナ禍からインド株相場が上昇に転じ、

21年には新規設定の多くがアクティブ型のイン

ド株ファンドでしたが、24年にはその本数・比

率ともに大きく減少しています。一方で、22年

にはインデックス型のインド株ファンドが大き

く台頭し、その流れは24年も続いています。さ

らに、23年以降はセクターに特化したものやテー

マ型のインド株ファンドの存在感が高まってい

るのも特徴として挙げられるでしょう。

もちろんファンドの本数は、インド国内と日

本の投信市場で大きな違いはありますが、それ

ぞれ同様にインド株ファンドにおける多様化と

いうトレンドが確認できます。このように選択

肢が増えることで、インド株のどの部分の成長

を狙っていくのかといった投資家の様々なニー

ズに応えることが可能になり、個人投資家のポ

ートフォリオにおけるインド株ファンドの活用

の幅も広がっていくことが期待されます。 

（執筆：ＢＮＰパリバ・アセットマネジメント 藤原延介） 
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